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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本オートケミカ

ル工業会(JACA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS K 2234:1994 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 K 2234：2006 
 

不凍液 
Engine antifreeze coolants 

 
序文 この規格を適用するに当たっては，前回の改正時から 5 年以上経過していること及び加速したアル

ミニウム部品への対応等の規格の見直しが生じたため，ASTM，SAE などを参考に改正を行った。 

 

1. 適用範囲 この規格は，液冷式内燃機関用冷却液（以下，冷却液という。）の凍結防止及び冷却機構の

防食用に使用するエチレングリコールを主成分とする不凍液（以下，不凍液という。）について規定する。

ただし，25 体積分率％から 60 体積分率％の水溶液の濃度で用いる。 

 

2. 引用規格 付表に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その 新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3. 種類 種類は，表 1 による。 

表 1 種類 

種類 記号 特徴 

1 種 AF 冷却液の凍結防止及び防食の目的で一冬使用できるもの。 

2 種 LLC 冷却液の凍結防止及び防食の目的で年間を通して使用できるもの。 

 

4. 品質 品質は，8. によって試験したとき，表 2 による。 

表 2 品質 

項目 種類 適用箇条 

 1 種 2 種  

密度（20 ℃）g/cm3 1.112 以上 8.1 

泡立ち性 mL 30 体積分率％水溶液 4 以下 8.2 

水分 質量分率％ 5.0 以下 8.3 

pH 値（常温） 30 体積分率％水溶液 7.0～11.0 8.4 

凍結温度 ℃ 50 体積分率％水溶液 －34.0 以下 8.5 

 30 体積分率％水溶液 －14.5 以下  

 
 

 

 

 

 


